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　本会元副会長 名誉会員 高田昇平氏は3月末ご逝去．高齢ながら総会には最近まで元気に出席
されていた (http://www.ipsj.or.jp/katsudou/museum/pioneer/takada.html)．
　小野厚夫による「情報という言葉を尋ねて」は2回目で，相変わらず陸軍用語が満載である．
しかし新聞，辞書などへの「情報」の登場過程も分かる． 情報は「やうすの知らせ」か．
　特集は「21世紀卓越した情報研究拠点プログラムの目指す研究」（土井美和子エディタ） の2
回目．日本中拠点だらけの感だが，今回は慶應，東工大，九工大，東大など8拠点．全国大会
のパネルで大規模知識資源の基盤構築では著作権が大きなバリアーであると聞いた .

　赤津雅晴の説く「成功するアウトソーシングの勘所」は外注の際の心掛けともいえる .  回線が
太く速くなったので，IT業務を外に出しても痛痒を感じぬ .  最近はセキュリティ問題など，高
度な技術も必要になり，専門家に頼るのが安心かも .

　東工大の松田裕幸による「SuperCon：スーパーコンピュータを使った高校生向けプログラミ
ングコンテスト」．ICPCと違い4日ほどでプログラムを書くらしいが，高校生にできるところが
凄い．運営にも工夫が見られる．昔AP1000用にLispを実装した経験からすると大量の並列計
算を1つの頭脳でまとめるのは思いのほか大変である .

　「機械翻訳システム評価法の最前線」（隅田英一郎他）では翻訳文の機械的評価法が登場して
いると知る．人間翻訳にも使えるそうで，入学試験にも福音だ．昔“I love you”を「星がとって
もきれいだね」と訳した友人（日本人）がいた．どういう評価になるだろうか．
　門田暁人，Clark Thomborsonによる「ソフトウェアプロテクションの技術動向（後編）－ハー
ドウェアによるソフトウェア耐タンパー化技術－」にも工夫（苦労）の後が見てとれる .

　Haskellプログラミングは 山下伸夫の「木（tree）で遊ぶ」．この陣営では自分のモデルに合う最
適な型を決め，その上で演算するのが常道ゆえ今回は「型ならし」から始まる．実例は切符問題だ．
今の番号は表面に小さく出ているから気づかぬ．4桁で10が作れる確率は81.47%．
　組込みソフトは「日本の組込みシステム開発の特徴と今後の展開」（奥村洋）で，日本は擦り
合せ型開発に適しているという．
　Webサービス堀籠浩一他の「WebサービスのBtoB連携適用事例」ではNTT Comにおける
VoIPサービスの受付け業務をWebサービスにしたときの経験が語られる．2002年のサービス開
始時に1日1回のバッチ処理だったというのも驚き .

　1987年に第1回のartificial lifeのワークショップがあり，主催のLangtonの誘いでLos Alamos

へ行く．そこにはDawkinsもいたのだが，近づきになれずじまいだった．今月のコラム情報技
術と医療は湊小太郎の「電子カルテと利己的遺伝子」．Dawkinsの利己的遺伝子は名著名論のリ
ストに載っているから間もなく掲載されるはず .

　名著名論は千ビットの命令語長を持つVLIWで，同様アーキのQA-2を手がけた柴山潔が書い
た．ベクトル表示からビットマップへの転換でコンピュータグラフィクスはXeroxのAltoから
Mac, Windowsへと万人のものとなる．Foley, van DamのCGは今宮淳美が紹介 .

　電子認証いまむかし「PKIと電子認証のツールたち」（櫻井三子， 木村泰司）のKerberosとい
うのは変な名前だが語源は本文参照されたし．MITのAthenaシステムでも使われた．FJPEMは
それを使っていた編集子には懐かしい名前だ .

　日本の IT事情は計数工学科の学生だった縁で，民主党の鳩山由紀夫に書いて貰う．ライブド
アのニッポン放送買収が話題だが，独白を書く時点では和解になった .

　欧州 ITは「Silicon Fen」（箕浦大祐）だがValleyや Islandに比べFenとは淋しい．Microsoftの
研究所は最初は貸ビルにいたが，いまは大学の計算機研究所と隣り同士のビルにいる .

　松尾和洋が今月のアメリカ IT（「行き届いたサービスか，プライバシー保護か？」）で，DNS

ポイズニングという新しい騙しかたを報じている．サービスvsプライバシーの身近な例は
SUICA定期券で，乗越し精算は不要な代りに移動状況がすっかり見張られている．(1023)
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